
   

フ
ラ
メ
ン
コ
に
酔
い
し
れ
た
一
夜 

 
 
 

三
島
夏
祭
り
納
涼
盆
踊
り
大
会 

                 

      

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
三
島
夏
祭
り
」
が
八
月

十
五
日
、
三
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
松
山
の
「
加
地
恵

理
フ
ラ
メ
ン
コ
舞
踊
団
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
フ
ラ

メ
ン
コ
。
生
演
奏
の
迫
力
に
満
ち
た
ギ
タ
ー
と
ボ

ー
カ
ル
に
の
せ
た
情
熱
的
で
華
麗
な
舞
い
を
、
十

分
に
ご
堪
能
頂
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
 

各
部
落
の
踊
り
も
、
踊
り
子
さ
ん
、
役
員
さ
ん

の
協
力
で
ス
ム
ー
ズ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
行
。
本

当
に
皆
さ
ん
笑
顔
で
大
勢
の
方
に
踊
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
夏
祭
り
最
後
の
締
め
く
く

り
は
打
ち
上
げ
花
火
。
三
島
の
夜
空
い
っ
ぱ
い
に

ド
ン
と
上
が
っ
た
花
火
は
、
ま
る
で
艶
や
か
な
花

が
咲
い
た
よ
う
で
し
た
。 

 

今
年
は
本
部
席
に
「
ふ
る
さ
と
祭
り
募
金
箱
」

を
設
置
。
帰
省
さ
れ
、
お
祭
り
会
場
に
き
て
頂
い

た
皆
さ
ん
に
、
い
つ
ま
で
も
素
晴
ら
し
い
三
島
夏

祭
り
が
で
き
る
よ
う
に
と
募
金
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
ご
厚
志
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

ふ
る
さ
と
を
思
う
温
か
い
気
持
ち
、
大
切
に
使
わ

せ
て
頂
き
ま
す
。 
 

フ
ラ
メ
ン
コ
の
控
え
室
に
と
場
所
を
提
供
頂

い
た
山
下
美
容
室
さ
ん
を
始
め
、
大
会
各
般
に
渡

り
ご
協
力
を
頂
い
た
、
商
工
会
、
公
安
協
、
消
防

団
な
ど
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                  

三
島
公
民
館
だ
よ
り 
平成１8年 

9月 

２曲目の「ガロティン」で、帽子を使った粋な踊りを披露する「加地恵里フラメンコ
舞踊団」の皆さん（ダンサー８人、ギタリスト１人、ボーカル１人） 

最優秀賞に選ばれトロフィー（商工会提供） 
を手にする喜びの松浦和徳さん御一家。 
 

お楽しみ抽選の当選は次の方々です。 

  特等：高田正夫さん（下大野） 
   一等：山本正行さん（小  松） 

   一等：田中典子さん（久  保） 

【踊り子審査の入賞者】 
入賞者には商工会・農協から素晴

らしい賞品が贈られました。 

最優秀賞 松浦和徳さん御一家 

広 見 土釜 伴美 
富田 正美 

下大野 松浦 孝行 
二宮 郁江 

小 松 松本 敏昭 
横山さおり 

久・延 山内田鶴美 
片岡多恵子 

優 秀 賞 

（敬称略） 

川 上 古谷  香 
中山 宮子 

 



暑
い
中
、焼
き
そ
ば
作
り
に
奮
闘

中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
。 

「
今
年
は
オ
ラ
に
も
手
伝
わ
し

ち
や
」と
自
発
的
に
協
力
を
申
し

出
た
有
志
も
い
た
そ
う
で
す
。 

職
場
の
仲
間 

心
ひ
と
つ
に 

 
 
 
 
 

三
島
職
域
レ
ク
バ
レ
ー
大
会 

            
 

三
島
職
域
レ
ク
バ
レ
ー
大
会
が
七
月
九
日
、
三
島

小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
は
六
チ
ー
ム
（
５
職
場
）
が
出
場
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
の
カ
ラ
ー
を
出
し
な
が
ら
試
合
を
展

開
。
大
技
、
小
技
を
絡
め
た
攻
撃
の
応
酬
に
、
歓
声

と
拍
手
が
湧
き
起
こ
り
、
選
手
も
観
客
も
心
ひ
と
つ

に
な
れ
た
大
変
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

  
 
 

試
合
結
果
と
個
人
賞 

 

優
勝 
 
 
 
 
 

Ｊ
Ａ 

三
島
支
所 

準
優
勝 

 
 
 
 

商
工
会
Ｂ
チ
ー
ム 

最
優
秀
選
手
賞 

 

瀧
谷 

繁
勝
さ
ん 

島
の
小
学
生
と
交
流
し
た
よ 

 
 

戸
祇
の
子
学
級
野
外
キ
ャ
ン
プ 

 
 

          
   

夏
休
み
恒
例
「
戸
祇
の
子
学
級
６
年
生
野
外
キ
ャ

ン
プ
」
を
８
月
４
日
・
５
日
の
両
日
、
宇
和
島
市
竹

ケ
島
に
て
行
な
い
ま
し
た
。 

 

今
年
は
昨
年
同
様
愛
治
小
６
年
生
と
合
同
で
実

施
し
た
ほ
か
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
地
元
竹

ケ
島
小
学
校
の
児
童
（
全
校
生
徒
３
人
）
も
参
加
。

互
い
に
校
歌
や
学
校
の
紹
介
を
し
た
後
、
花
火
や
ゲ

ー
ム
な
ど
で
交
流
を
行
な
い
ま
し
た
。 

ま
た
当
行
事
初
と
な
る
島
で
の
実
施
に
は
、
青
年

団
ほ
か
樋
口
正
明
さ
ん
・
渡
辺
貢
さ
ん
に
も
協
力
を

依
頼
。
膨
大
な
キ
ャ
ン
プ
道
具
の
海
上
輸
送
や
海
の

食
材
確
保
な
ど
に
尽
力
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
に
脱
帽 

 
 
 
 
 

川
上
り
駅
伝
大
会
（夢
の
会
主
催
） 

 

八
月
六
日
（日
）暑
い
夏
の
日
、
総
勢
二
〇
〇
人
（男

子
十
五
、
女
子
十
三
チ
ー
ム
、
鉄
人
十
一
人
）が
川
を

駆
け
上
っ
た
広
見
川
上
り
駅
伝
大
会
。
毎
年
、
競
技
終

了
後
は
ほ
と
ん
ど
の
選
手
が
参
加
し
、
清
家
工
務
店
の

作
業
場
で
盛
大
な
慰
労
会
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

会
場
準
備
、
飲
み
物
や
肴
の
用
意
、
後
片
付
け
等

に
あ
た
る
の
は
夢
の
会
の
呼
び
掛
け
に
集
ま
っ
た
地
元

の
有
志
（約
三
十
名
）。 

「大
会
に
出
場
し
た
皆
さ
ん

に
、
自
然
の
豊
か
さ
だ
け
で
な
く
、
三
島
の
温
か
い
人

柄
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
汗
だ
く
に
な
っ
て
、
焼
そ

ば
・焼
き
鳥
を
焼
い
た
り
、
う
ど
ん
を
茹
で
た
り
。 

 

も
て
な
し
を
受
け
た
選
手
ら
は
「
こ
れ
だ
け
の
慰

労
会
が
全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
と
は
驚
き
。
何

よ
り
ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
に
疲
れ
も
吹
っ
飛
び
ま

す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

          

最優秀選手賞に選ばれ、表彰される瀧谷さん。 
その他の個人賞の受賞者は次の通りです。 
好プレー賞 ： 佐竹誠さん 

ハッスル賞 ： 井上雅満さん・二宮渉さん 

みんなを楽しませたで賞 ： 小松文昭さん 

たまたま良かったで賞 ： 影浦利昭さん 

 

総勢40人（三島小児童15人、愛治小児童11人 
先生2人、協力員・公民館12人）が、透き通った 
海に浮かんだ小さな島で、テントを張ったり、自炊を 
したり１泊２日のキャンプ生活を満喫しました。 
また、島の広場に調理施設がないことを聞きつけた 
福入一雄さんが、自作の釜戸を提供して頂きました。 

愛短の学生がお礼の挨拶、大いに盛上る参加者 



 

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
入
れ
な
い
で 

混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
、
分
け
れ
ば
資
源 

          
 

 

公
民
館
駐
輪
場
に
設
置
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
回
収
キ
ャ
リ
ー
の
中
に
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル

の
箱
が
大
量
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
環
境
衛
生
課

が
用
意
し
て
い
る
こ
の
キ
ャ
リ
ー
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
専
用
で
す
。
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
を
出
さ
れ
る

際
は
カ
ッ
ト
し
て
形
を
揃
え
、
紐
で
し
っ
か
り
結

ん
で
キ
ャ
リ
ー
の
外
に
置
い
て
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 

 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
大
切
な
資
源
で
す
。
町
が
収

集
し
ま
す
の
で
指
定
さ
れ
た
各
地
区
の
回
収
場

所
へ
出
し
て
頂
く
と
共
に
、
そ
の
他
の
ゴ
ミ
に
つ

い
て
も
今
後
も
減
量
化
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

自
転
車
利
用
取
締
ま
り
強
化 

 
 
 
 

自
転
車
も
人
に
や
さ
し
い
運
転
を 

 

自
転
車
は
環
境
に
や
さ
し
く
、
便
利
で
快
適
な

乗
り
物
で
す
。
し
か
し
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
ヒ
ヤ

リ
と
し
た
り
、
ハ
ッ
と
し
た
り
し
た
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

近
年
、
自
転
車
が
絡
ん
だ
交
通
事
故
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
こ
の
為
、
県
警
で
は
交
通
切
符
（
赤
切

符
）
の
摘
要
な
ど
悪
質
な
ル
ー
ル
違
反
者
に
対
し
て

取
締
り
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
。
自
転
車
に
乗
る

際
は
「
自
転
車
は
軽
車
両
」
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ペ
ダ
ル
を
こ
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

 

取
り
締
ま
り
の
重
点
対
象 

 

★ 

酒
酔
い
運
転 

 
 
 
 
 

★ 

信
号
無
視 

★ 

通
行
区
分
違
反 

 
 
 

★ 

一
時
不
停
止 

★ 

通
行
禁
止
違
反 

 
 
 
 
 

★ 

無
灯
火 

★ 

遮
断
踏
切
立
ち
入
り 
★ 

二
人
乗
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

い
ず
れ
も
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
違
反
で

あ
り
、
最
高
で
懲
役
三
年
ま
た
は
罰
金
五
十
万
円
と
い

う
重
い
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
取
り
締
ま
り
の
実
施
は
、
秋
の
交
通
安
全
週

間
が
始
ま
る
九
月
二
十
一
日
か
ら
の
予
定
で
す
。 

 
 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集 

心
ふ
れ
あ
う
ふ
る
さ
と
作
り 

 

 

五
月
の
回
覧
で
、
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
た
各
種
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
、
再
度
募
集
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。 

募
集
す
る
の
は
「
緑
地
帯
の
ツ
ツ
ジ
の
剪
定
・
草

引
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
「
農
民
祭
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ

ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
二
つ
で
す
。
ど
の
地
区
よ
り
も

美
し
い
緑
地
帯
に
な
る
よ
う
に
、
そ
し
て
た
く
さ
ん

の
皆
さ
ん
を
農
民
祭
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
へ
迎
え

ら
れ
る
よ
う
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
お
一
人
お

一
人
の
お
力
を
ほ
ん
の
少
し
貸
し
て
頂
く
こ
と
で
、

地
域
行
事
が
一
層
盛
り
上
が
り
、
三
島
の
活
性
化
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発砲スチロールに占領され、ペットボトルが

入らなくなった回収キャリー 

大勢の人で賑わう昨年の農民祭バー

ベキューコーナーの様子。今年はバー

ベキュー台を更に増設する予定です。 
 



 
 
 
 
 
 
 

我
が
愛
し
の
三
島 

       

   

去
る
七
月
二
日
、
広
見
川
統
一
清
掃
日
に
久
保

部
落
全
員
で
、
８
時
か
ら
例
年
通
り
上
久
保
・
下
久

保
２
組
に
分
か
れ
、
草
刈
り
、
ゴ
ミ
拾
い
に
一
斉
に
取

り
か
か
り
、
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
た
。 

例
年
な
ら
終
了
後
は
集
会
所
で
冷
た
い
御
茶
や

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
解
散
す
る
の
だ
が
、
今
年
は
集
会
所 

横
の
お
地
蔵
様
周
囲
の
清
掃
を
す
る
事
に
し
た
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

中
で
も
一
番
大
き
い
お
地
蔵
様
は
、
明
治
十
九

年
の
大
水
で
遭
難
し
た
５
人
の
方
々
の
慰
霊
碑
な

の
で
あ
る
。
久
し
ぶ
り
に
徹
底
的
な
清
掃
を
と
、

田
中
通
正
区
長
が
強
力
な
放
水
機
を
持
参
さ
れ
た

の
で
、
廻
り
の
木
や
草
の
刈
り
込
み
だ
け
で
な
く
、

お
地
蔵
様
自
身
を
水
で
丁
寧
に
洗
い
清
め
る
事
が

出
来
て
、「
有
り
難
う
。
そ
う
た
い
ぶ
り
に
気
持
ち

よ
う
な
っ
た
」
と
地
下
か
ら
の
声
が
聞
こ
え
た
よ

う
な
気
が
し
た
次
第
で
あ
る
。 

 

み
ん
な
で
、
き
れ
い
に
な
っ
た
お
地
蔵
様
を
前

後
左
右
か
ら
よ
く
観
察
し
て
見
る
と
、
遭
難
者
の

名
前
な
ど
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
は
っ
き
り
見
え
て

き
た
。
久
保
の
長
老
山
本
孝
さ
ん
は
「
よ
っ
し
ゃ
、

僕
が
こ
の
人
等
の
事
を
調
べ
て
み
る
」
と
メ
モ
を

取
り
始
め
ら
れ
た
。 
 

そ
の
結
果
は
次
の
通
り
で
、
７
月
の
組
集
会
で

報
告
さ
れ
た
。
９
月
に
は
、
百
二
十
年
た
っ
た
今
、 

       

有
志
が
集
ま
り
「
慰
霊
祭
を
」
と
の
話
し
が
進
ん

で
い
る
。 

 

お
地
蔵
さ
ま
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字 

【
右
側
面
】 

明
治
十
九
年
戌
年 

七
月
二
十
二
日 

 
 

心
渕
自
留
居
士 

二
宮 

留
二 

二
十
二
歳 

【
正
面
】 

 
 

荷
水
清
香
居
士 

酒
井 

多
吉 

 

三
十
歳 

 
 

荷
水
宗
香
居
士 

松
浦
民
太
郎 

二
十
七
歳 

 
 

荷
水
浄
香
居
士 

片
岡
彦
三
郎 

 

二
十
歳 

【
左
側
面
】 

 
 

荷
水
令
香
居
士 

田
中
音
三
郎 

三
十
六
歳 

 

香
典
返
し
の
お
礼 

 

三
島
自
治
会
・
三
島
公
民
館
主
催
事
業
へ
、
次

の
方
か
ら
金
一
封
を
頂
き
ま
し
た
。 

八
月
四
日 

松
浦
百
合
恵
さ
ん
（
小
松
） 

行 事 予 定 

－ 9月 － 
2日（土）小学校体育館 
     ガラス清掃 
     16：00～ 

 
4日（月）夏祭り反省会 
     19：00～ 
         

  7日（木）運動会実行委員会 
      19：00～ 
 
13日（水）下大野局長杯 

クロッケー大会 
      8：00～ 
 
15日（金）三島地区敬老行事 
      9：00～ 
      
17日（日）三島地区大運動会 
      8：30～ 
 
25日（月）戸祇の子学級 
     クロッケー・いもたき 
     13：00～ 
 
－ 10月 － 

 
8日（日）三島地区球技大会 
      8：30～ 
       

12日（木）館長杯クロッケー 
      8：30～ 
 

 
祝・祭日には国旗を 
立てましょう。 

 
発 行 者 

鬼北町小松 1523 

三 島 公 民 館 
電話：48-0111 
FAX：48-0303 

 
鬼北町ホームアドレス 

http//www.town. 
kihoku. ehime.jp/ 

 

リ
レ
ー 

エ
ッ
セ
イ 

 

 

久保集会所横のお地蔵様 
－ 久しぶりの徹底清掃 － 

酒井 哲夫さん（久保） 




